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高等学校生徒の教育事情
一一中間資料にみられる=，三の問題 一ー一
ここに掲げられた資料や問題は，必要な手続きを終えてし、ない主主
のかたちで、発表されたもので、ある。とし、うのは，高等学校の生徒たち
が，教育を現にうけている過程においてもっている将来の進路に対ーす
る事情を，質問紙調査の範囲内でおとなった結果を示してあるにすぎ
なL、からである。当初に予定していた面接調査もすんで、いない段階の
ものであり，また，普通課程を終えた青年たちが，.現にたどっている
と之ろの進路の実態之つきあわせてみるとし、う作業もおこなっていな
いものであるというととである。
われわれは，一方では，義務教育を終えようとしている生徒をもっ
父兄が，わが子に，高等学校の教育をうけさせるということで，どう
いう考えをもっているかということをみる調査をしてきた。それから
また，高等学，授から，社会に送りだされた青年たちが，どんな産業生
・活に位置づけられてL、っているかとしづ調査もおこなってみたu そう
しづ調査から得られた結果の'中に，ここであっかわれた材料をのせて
みて，どういうことが考えられるか， 一連のものとして，総合的に問
題を分析してみるという点でも，なお残されたものをもっているとい
える。そう L、う意味で"前途の遠'¥，、目標へ到達するほvんの一部のしご
i とである。ただ今議，青少年の進路の実情から，高等学校教育ー特に
普通課程の教育の性格とか，その果すべき役割をっきとめてし、く場合
の参考になればということで，ここにかかげてみることにした。
??
1.問題と調査のねらい
1.1.問題
17， 8才前後の青少年を謝象とする教育に産業性をどう与えていったらよい
かということは，教育の制度にからんだ問題としても，かなり以前から考えら
れたことがあったといわれる。そして， こういう問題は，勤労青少年の教育と
か， 高等学校の職業課程の教育とかし、うわくの中だけで~.・えられたのでは十分
といえないであろう。とし、うのは，普通教育，特に高等学校の普通課程の教育
のありかたにも関係した本質的な考察が必要であろうとおもわれるからであ
る。
そういうことで，高等学校の普透課程の現状をながめてみると，まず普通課
程の教育の対象となっている青少年たちは，どうしづ背少年たちであるかとい
うことが問題になってくるとおもわれる。普通課程の教育を考えてし、〈ばあい
二 なによりも必要なことは，教育対象である背少年を，{かれらはどんな生
活者になっていくでふろうか。 〉ということを，職能生活への位置づきかたか
らみてし、くこ主である之おもう。それからまた，{高等学校の普通課程の教育
は，生徒に，将来の牛.活設計に対する自覚をどうし、うかたちで与えているか。〉
ということが必要であろうとおもう。そのためには，まず高等学校に現に学ん
でいる生徒が，向分たちの将来の進路に対・する向党をどうしづかたちでもって
いるかをみなければならなし、。
そういうしごとの一環としてこの調査をとりあげてみることにした。われわ
れは，勤労青少年の教育編成に関する笑態調査で，定時制高校の教育を現にう
けている生徒たちの生活事情と教育事情をみてきた。生活事情をおさえるため
に，かれらが今後の生活をどう進めていこうとしているか，生活の転換を図る
必要を考えているとしたら，どんな環境的な事情におかれているかというよう
なことを調べてみた。勤労青少年のうち，定時制教育をうけている生徒を対象
にした調査とあわせて，一方では，全日制に学んでいる生徒のうち，主としで???
「??
3 
普通課程の生徒の進路に刻する意識を調べてみようとしたわけでゐるo全日制
に学んでいる生徒は，定時制の生徒のように職業生f売をもっていないから，生
活事情は単純である。家庭における位置とか，職業生活への位置づきかたは問
題とならなL、。しかし，将来の進路に対する意識は，なんらかのかたちでもっ
ているはずである。そういうところを明らかにしてみようとしたわけである。
高等学校の全日制に学んでし、る生徒は， 高校の教育を終えよう としていると
き，卒業後の生活をどうみとおしてL、るか。大学その他の上級学校に進学しよ
うとしているものは，どう L、う考えや事情のもとに，そう L、う進路を予定して
しるであろうか。そこには，個人的な事情ーもあろうし，家庭環境の事情もあJろ
う。そうし、う点を明らかにしてみようとした。
この揚合，次のような批判はあろうとおもう。それは，体徒たちが，将来の
生活につL、て，どんな設計をもとうと，またどんな白党をもとうと，そうし、う
ことには関係なし産業生活における現実が，かれらの進路を規定してし、って
いるということである。産業生活への特定の通路をもたない普通課程の卒業者
にとっては，たしかにそうし、う事実が認められなければならないとおもわれ
る。
だからとし、って，将来の生活設計への自覚が無用であるとはし、えなし、。学校
教育と職業生活が特定の通路によって結ぼれていなL、ということは，生活を考
えさせる教育にとって用がないとしづ根拠にはならなL、。逆に，だからこそ，
そういう自覚を与える普通教育が必要だとし、うことになりはしないだろうか。
進路志望というのは，単なる意識にすぎなし、。だから，そうし、う志望がどう
達成されるかとし、うこ とを問題とする調書集はナンセンスになるかもしれなし、。
しかし，この調査で問題にしようとしたのは，意識と現実の結合状況ではな
L、。
普通課程の卒業者が現実にたどってし、く進路の事笑をみながら，そういう進
路にはいってし、くと予想される生徒たちが，現に進路に対する向覚をどうもっ
ているかを問題にしようとしたのである。この調賓とならんで，中学校を卒業
しようとする子どもをもっ父兄が，わが子を教育するということで，高校教育ー
をどう考えているかをみる調査をおこなってぎた。そうしづ調査の結巣と直接
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にむすびつけようとする努えはないが，高校教育の現実的な役割をみる調査の
ー速のものとして，他日もう一度みなおしてし、くしごとを期特するものであ
る。
1.2. 調査のねらい
前に述べたような趣旨から，この調査の直接のねらいを要約してみると，次
のようtこなるo
l 高等学校の生徒〈特に普通課程の〉は，高校の教育を終えようとしてい
る時期に，将来の生活設計について，どんな向覚をもっているであろうか。
2 高等学校の生徒〈同上〉は，将来の生活設計をえがし、てみる場合に，高
等学校でうけた教育にどんな意義を認めているであろうか。
3 高等学校から大学へ進学しようとしている生徒は， 進学しようとするこ
とに，どんな意義室認めているであろうか。生活設計と結びつけたかたち
で，進学しようとする自覚がゐるであろうか。
4 高等学校の生徒(特に普通課程の〉は，高校へはし、るとき，どんな課程
を志望していたか。また，将来の生活をどう見とおして，現在の耕程を選
んだかo tflj校入学時の進路に対する志望は，高校在学中日どう変化したで
あろうか。
5 高等学校の生徒〈特に普通課程の〉の進路挟定の事情には，どんな事情
があるか。(個人的事情，家庭事情，経済的事情〉
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2.調査対象と調査のねらい
2.1. 調査対象
この調査は，後に示したような質問紙調査察によって，昭和31年9月，県立
巻高等学校と県立柏崎常盤高等学校の第3学年普通課程生徒会数を対象にして
実施したものであるoただし，巻高校生徒については，被服隷程の生徒をも対
象にj1fほJこ。柏1府常盤高校は，女子だけを収容している学校で，被服課程生徒
の教育条件は，巻高校の被服課程生徒の場合とかなり異っているとおもわれ
る。それで柏崎常盤高校徴服課程生徒については，別に調主主内容を考えてみよ
うということで，今回の調査対象から徐外しておいた。普通課程の生徒を主と
した調査であるということも除外した理由の一つである。
調査回収数は655名分で， 調査笑施当日欠席した生徒を除き，会数に近し、調
主主票が回収された。調査票回収数は淡の表のようである。
長宅亙雪俊|芸護止三!二
普通豆J竺1-乙!二竺
1 191I 190 I 381 
型也LヱI_L乙!ーヱ
合計 |術| 1901 例
調ft対象となった学校は，両校とも，
高等学校教育立地に関する研究の研究
協力学校である。高等学校教育立地に
関する研究協力学校には，机に巻農業
高校があるが， このたびの制杢対象J僚
からはーjぶはずした。 とし、うのは，職
業課程の生徒特に農業課程の生徒については，別の調査視点をもった調査項目
が用意されなければならなし‘と考えられたからである。
調査の対象となっ，tこ生徒主f，大学へ進学するとし、う進路を予想、してし、るもの
と，就職し，または就職して進学しようとする進路を予想しているものと，家
業，家事に従事するという進路交予想している・もの，進路の未定であるものと
四つに大別して，それぞれの進路の類別にしたがった調奈問題を組んでみた。
ただ就職して進学しようとするものは，就職するということが先行条件である
とし寸考えから，就職予定者と一類のものとしてとりあつかった揚合が多L、。
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結県を処理してみると，部機して進学オるとL、うものと，就職予定者との間に
は，目立つような差異を認めることができないこともわかった。
高等学校生徒の教育事情についての調査票
(その- ;l!fl'名品悩の調査以〉
新潟県教育研究所
I あなたが高終に進学することになった止き，あなたや父兄のかたは，高校卒業後の
進路について，どう L、う志望をもっていまLたか。また，場釈では，高校卒業後の進
路について，どう考えていますかn 下の表の①①の別に，あなたの考えと，父兄の
かたの考えとにわけて， 一つずつ選び， 該当するfli'~1こCをつけて下さいの
l①現在〈高校三年になってから〉
ドキ¥仕相事咋品開禁事c tIvきり包帯益課長ドしていなかった
の考え 1 . 1 
ロ)設のI1 I ~ .1 1 I I 
E あなたは高校に治学しようとしたとき，どん危課程に学びたいとおもいましたかの
通学の事情とか， 向分の能力とかいうことに濁係なく，はいりたL、企おもった課程
を，下にあげた中から，一つだけ選んで，課程名につけた番号宏Oでかこんでくださ
し、。
1普通課程 2農柴線程 3苦@立制l極 4林業課程 5農産製造議担 6農業土
木課程 7商業献程 8機被謀程 9 ~殴E諒程 10工業化学課程 11建築課穆
12土木課程 13紡融課程 14木工課程 15漁業認!程 1o水産製造課程
17 7K産指殖課程 18彼自民課程 19食物課程 20保育課程
1[ 進学したり， 部隊または家業家事に従事することがきまヮている人は，次のA・B
のうちどちらかをOでかこみ，その梢jの中の間に答えてください。
-6 -
Fア
A 大学その他の学校に進学LょうとLている場合
(1) i 1;あなたは，大学その他の争校に進学することについて，どんな考えをもヮ
|ていますか。 I
1 進学するとL、う志望を達することだけしか考えてい伝¥"0
2 就職できれば，必ずしも進学しなくてよいの
3 就職できて将来自立していくことに不安があるから進学しようと思う。
4 普通課程をおえただけでは，就職しても希宅がもてないから進学しようとお
もう 0
5 そのイ也c ' ， ) 
(2) 1-:一一
|あなたは進学できなか Qt.こ場合に、どうしていこうとおもいますかの i 
_ _ _..J.一一一」ー
1 来年もう一度受験するため準備勉強をしていこうとおもう。
2 家柴または家事?に従事しながら，就般の機会をまとうとおもう。
3 i実業または家事に従事していこうとおもう。
4 できるだけ早く就職していこうとおもう。
5 その他( ) 
(3) i !あなたが進学しようとする場合，気にかかることは，どんなことですかの
|次の射の中川，あなたの瞬時てはまるものを温んでOをつけてく
ださいの〈二つ以上つけてもよい〉
1 学貨のまかない
2 父兄との考えの不一致
3 五\:i~裂する学校や学部にはし、れない不安
4 進学できなかった場合の身の処しかた
5 その他( ) 
B 就職するか，象業または家事に従事しようとしている場合
(1) I 
1あなたが進学しなくて，就職しようとしている事情のおもなことがらには
lどんなことがありますか。またそういう事情にあることについて，あなた
lはどう考えていますか。
①就J織するか、学業家事に従事しようとしているおも主主盤
(一つの場合は，その項目に@を，二つゐL上ある場合は， 主となっている事問
の1震に，0の中に， 1・2・3..と番号を容き入れてくださいの〉
。相続人だから家業に従事しなけれfまならなし、
。二・三男で相続人ではないが家業の手伝いをしなければならない。
。女子だから結婚するまで家にいて家業や家康の手伝いをしなければならな
L、。
。家計の都合で就職しなければならない。
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。希望のもてる学校や学部に進学するこ主が困難だから。
。家計の打1合というよりも，父兄との考え〈進学についての〉がt一致していな
いから。
oその他( 〉
②壁揮したり，家業または家事に従事することについてあなたはどう恩?でい
ますか。
l 進学できないのは不木怠であるがやむをえない。
2 高校教育をうけたことで，一応満足することができる。
3 斌服して自立する道を滋ぶことに希望がもてるの
4 家業や家事に従事することに希望がもてる。
5 その他( ) 
(2) あなたの希望する職業について，次の二つの場合にわけて答えてください。
① あなたは，現在，いろいろな条件を考えずに，漫想的な職業を巡ぶとした
ら，どんな職業を選びたいと思いますかの
別にそえてある産業別就i験希望記入表の①の附(ロ)刊のどれかを一つ選んでO令
つけてくださいの
① 前の場合とは別に，現実に高校卒業後職業を選ぶとしたらどんな職業を選び
たいと思いますか。別にそえてある産業別就職希望記入表の①の(1)(ロ)刊のどれ
かを一つ滋んで，。をつけてください。
1¥ 大学その他の学校に進学するか，就職するか，家業，家事に従事するか定ッてい
ないかたは，次の欄の問にこたえてくださL、。
(1)あなたが，進学するか，就職するか，家業や家事に従事するようになるか，わから
ない事情についておきかせくださし、。
l いずれにするか，っきつめてまだ考えていないの
2 家人 〈父兄〉との考えが一致していない。
3 卒業してから. ~ 、ずれtこするかきめてもおそく。ない。
4 その他( ) 
(2)あなたは，卒業後どうしていくか，いまは未定でしょうが，多分こうなるだろとい
うす予想をきかせてください。
l 多分進学することになるだろうυ
2 多分部設することになるだろう。
3 多分就験して進学する(夜間大学など〉ことになるだろう。
4 多分家業または家事に従事することになるだろう。
5 いずれともきまらないまま， しばらく家r::~ 、ることになるだろう。
(3)らなたの希望する職業について，次の二つの場合にわけて答えてくださL、。
① らなたは，現tf.いろいろの条件を考えす.に、 E理想的な職業を選ぶとしたら，ど
んな犠業を選びt.:~ 、とおもいますか。
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別にそえてある夜業別就殺希望記入表の①の(1)・(的・的のどれかを一つ選んで.Cj 
をつけてください。
①前の場合とは別に，現実に高校卒業後職業を遺骨ぷとしたら，どんな職業を選ひ・た
いとおもいますかn
別にそえてある臨終別就職希妥記入表の①の付)・(吋・的のどれかを一つ選んで.0
をつけてくださし、。
援策別就職希望記入表
この表l:t.調査項目前とNできいているq農業に対する策E廷についての記入表です。
あなたが，就職を希望.する産業について，主として，事務系統の仕事に従事すると
主を希望するか，主として，技術系統の仕事に従事するこ之を希望するか，あるいは
また，家業に従事するかによって、 的制的のうちのどれかを選び，その欄にOをつけ
てくTごさL、。
¥就駿仕す産る創業¥部名¥門¥|由 仰のB沼の綜場合 |@ HB82の加齢Wの(3) の Wの(3) の場合被(11)品ト築制彼 怖い輔糊
i制再』琳統| 陶務系統jfロ抑制
1 農
2 総業J ， 
一ーーよー ;ー
3 *産美 ¥ ( .， I 
4 鉱 業 i. -
5 建設業 |
6 製造業
7 卸小売業 '1 I ' 
8 金利保険業 |
9 不動産業 | l' 
10 運公益輸通事業信 I 
11 サーピス業 |
t 
12 公 務 |
， 
13 その他|
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3:高等学校進学時の課程選択状況
， 
3..1.概観
高等学校が，その地区の中学校卒業者の進学志望にどの程度応じられるかた
ちをとっているかとLヴばあいに，問題の焦点となるのは，課程編成のされか
たで'<b~o 新制度による高校が発足してしばらくの聞は，学校を単位とする生
徒の収容規模の間口が，その地域の中学校に対して，どれだけの幅をもってし、
るかというととが問題になっていた。ところが，高等学校への教育の機会がど
れだけ均等化されているかということを，高等学校における各課程閣の均衡の
度合から考えてみようとしづ関心が，年をおって高まってきてし、る。ことに，
普通課程と職業課程のつりあいをどう保たせてb、くかという点に，本質的，ts.意
味での問題がひそんでいるわけでおるが，各都道府県の高等学校総合計画とb、
われるものの中にも，問題が指摘されながら，対策が明確にたてられていない
ところが多いとし、う現状である。
本県のはあいにおいても，おなじような状態であるとのJ蜜をまぬがれがたい
とおもわれる口といっても，まだ問題の指摘される根拠でさえもはっきりした
示されかlたをしていないとし、う現状である。そうしづ状態のもとで，なにより
も必要なこ之は，まずそれぞれの課程の規模が，はたして均衡を失しているか
どうか，もしそういう事実があるとすれば，それはどんな状態において，そう-
L、う事実を生じさせているかを，客観的な根拠にもとづし、てみきわめることで
ある口そうしづ意味で，こうした問題への手がかりを，高等学校在学者の課程
別志望の状況から得てみることにした。いうまでもなく，これだけの材料で
は，今後の調室長問題への仮設的な課題しか得られないが，そう Lヴ限界のある
ととを前提にして，調査の結果をながめてみる ζとに・した。
巻高校 127名の晃子就職予定者のうち， 37 %にあたる生徒が，当初から普
通評濯を志望して高校にはし、り. 63 %の生徒が，職業課程を選択したし、意志
をもっていながら，普通課程にはいってきたことになっている。そして，この
10 
63%のうち，工業課程志望者が 40%近く，商業課程がまた目立つ割合会しめ
ていることは，学校と職場の需給関係を端的に反映しているとみられるη
ここで考えさせられることは，上記のことと， 227名の普通課程生徒のう
ち，49% ( 111名〉が， 一応職業課程を選びたかった経験をもっているもの
であるということである。もちろん，中学校終了時に，どれだけ明確な意志訣
定がなされてし、たか疑問とすべきであろうとおもう。また，職業課程への志望
がとげられなかったことが，高校終了後の進路の選択にどうしづ結巣を与える
かというごとを推測するととも容易なことではなし、。さらにまた，普通課程の
教育が，本人にとって，どういう意!義を与えるものになってい《かというよう
な大それた予断は許されることではなし、。
それで，ここでは，素朴な程度であっても，職業課程の高校を念頭においた
ことのあるこれらの生徒たちのいだいている将来への展望のなかに，なにか職
業教育への執着がひそんでいるようなととはないかということをさぐってみる
ことにした。
〉|牒林幾水産当日開f製造業卸小売|遅過iつス医 科その叫
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包…技術部門への志望者総数
b .. aのうち，職業課程志望者の技術部門への就職志望者数
第 1・おま，~産業別，職業別淵~.王宮謹状祝〉 の調委E項目で，技術部門の就職
を志望している生徒の内訳をみたものである。職業課程を志望しながら，普通
課程へはいってきた生徒のうち，将来就職を予定している 80名が，事務部
門，技術部門にそれぞれどの程度志望しているかをみることにした。職業課程
を志望することと，技3品企f主とする職業とは関連が多いということからおもい
ついたわけである。ただし商業課程を志望した 25名は，技術部門に関係が
すくないとおもわれるので捻し、て，その他の 55名につレてみることにした。
その給泉をみると，職業課程を志望したことのある 55名の生徒(商業課程志
望者25名をはぶく〉中， 44名が，表にあげたような産業の技術部問へ就職す
ー JI -
ることを本来の念願にしていることがわかる。技術部門の職業を選びたいとL、
う生徒は，総数で52名数えられるが，その85%にあたる44名は， SLF通課程入
学前に，職業教育をうけたし、とし、う志謹をし、T品、たことのある生徒でしめられ
ているわけである。職業課程への志望が実現されずに，普通課程に入学し，高
校から社会に出ょうとする間ぎわに，自分の将来の職業生活をみとおしたと
き，かつてし、だいたことのらる技術的職業への希望が，こんなかたちで表現さ
れたと解されないだろうか。ともあれ，進路と課程選択の聞に生じてく る適
応，不適応の問題とし、うこと以外に，高等学校が，その地域の中学校卒業者の
要求にそう課程編成を考えてし、くばあいの視点を与える問題を，消極的ではあ
るが示しているものと考えたし、。
3.2. 将来の進路予測と課程選択
つぎの第2表は，中学校終了時に進学したいと思った課程と， 現在普通謀濯
に在学し卒業をひかえての進路の予測とがどんな関係になっているかを示した
ものである。
横の欄は，現在1f-通課程に在学している生徒の高校卒業後の進路の予測で，
たての欄は，その生徒が，高校へ進学しようとした中学校終了時の志望課程で
ある。 c第 2表参!照〉
男子では， 2274'1の在学者のう ち，普通課程へ進学したくて入学したという
生徒は， 116名で，残りの111名は，一応職業課程をしたことになってLる。
次に，中学校終了時に，どんな諒程を志望した生徒が，現にどんな進路をとる
ことを予定しているかとしづ関係をみると，男チでは第 1図のようになるロ高
校終了後に，進学することをめざしてし、る 90名のうち， 71%の生徒は，普通
課程を志望して入学したが，29 ~そのものは，職業課程にはし、ることを念頭仁
おいたことのある生徒たちである。ところが，高校を出て，ただちに職業生活
へ進むことを予定している127名のものをみると，中学校終了時に，職業課程
ー 12-
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中学校終了時における志韮顕靖弘現在における進路予測
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-合計の実数rl'iこは，家業家事従事予定の4名L 進路未定者6
名をふくむ。
・ 右端はその他の~fi\o (操業謀程..*産課程など〉を示す0
・就職k予定rjliこは，就i慨して進学ーする予定者をふくむ。
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しめられている。
また工業課程で
は，前者で， 13 
%で為ったものが，後者rでは，40%になってし、る。そして逆にあ普通課程を志
望していたものの割念は，71 %か、ら37%におちてきている。ぜんたいとし.
ては，普通課程在籍者 227名の 18%が高業課程に， 29%が工業課程に， 2%
がその他の職業辞躍を志望したとL、う経験をもっていることがわかる。
普通課程の女チをみると，職業課程を志した経躍をもっ1ものの数は，いちじ
るしく〆少なぐなってきてし、るD それにしても，普通課程在学中に，家庭技芸に
第(ー釘2子図} 
l宗主4主主安課程)
進蕗予定ま{進辛口三]榊巳Zゴ
浅野仁三
~H仁豆コ
入学時丹念3自主主叔
(-普通課殺)
86 
72 
関する訴程を志望
した生徒が，図に
{せポ也)
D (時58) 示したような割合
一ーー でし、ることは.
I 11 I波紋10m ・
一一一 応固につくことで
55 
τ6 
仁D l悶 J
一一←T司(開ω
ある。家庭技芸に
閲する職業課程と
-就職予定者中には，就]徹して進学する予定者をふくむ。 しては，被服以外
・家庭技芸に関する謀避とは被服課程，食物課程，保育課程をさ
す。 の課程を考えてい
・その他とは， 商業，工業課程をさすの たものの割合が多
いのぜ，この学校に設けられている被服課程との関係を考えることには縁遠い
ことであるにしても， このような生徒の現にあるという事実と，商業課程など
への志望経験をもつものが，就職予定者や家業家事従事予定者ーにおいては，図
衰のような割合をしめていることは，生徒の進路と進学との関係に伏司令Lてし、
る遁応状態を考える場合の参考に資せられるものであろうの
第 3図
入学時の志望課程 ( 'iIf盤高校)(女子)
つぎに常盤高
{家五足技芸l 朗'f.&~型経ト (普通古事事主} (寸門司也) 校の女子をみる
ま誕ZJ(l 進苧[IQJ
so IJQJ (時m と.(第ミ表正第
， 
紳 a 74 lはお?zi 3凶〕巻高校の
令釘[Il 77 | 16 1(実数岬J
女子との聞にぞ、
う大煮のない傾
向を示している。ただ家庭技芸に関する職業課程を志望したことのあるものが
後者に多いといラことは，間;伎の基盤にある産業構成の地域差によるものであ
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~I .j .~ 
合計 I 501 122; 12; 
ろうとおもわれる。
次に，番高校の被n~課程の生徒 48名に
っし、て，高校入学前の課程志望経歴をみ
147 Iた。(第 2表〉
48名中，被服課程を志望していたもの
291 
が 29名で，砲に保育課程を志望したこと
のあるものが 2名L、る。被服課程への進学
1 I ;，岱欲は，全県的に低下してきて，この課程
を，現状の規模で名続させてし、くことにつ
いての適否が問われているようにみうけら
41れるが，この学校のような生徒数の少くな
: Iい学校におしてさえ，これだけの志望者の
131あるとしヴ事実を，一応考慮にいれておき
61 1気)Iたし、。
3.3. 大学進学予定者にみられる課程選択の状況
巻高校の普通課程復学者のうち，大学進学を予定している 90名について，
第ーに気づくことは，中学校終了時に職業評躍に進みたL、とし、う希望をもった
ものが， 26名，すなわち 30%近く L、るというととである。この生徒たちは，
はじめは，職業課程の教育をうけて，職能生活にはいりたいと考えながら，さ
まざまの事情がそれ、う志望を達成させない障害となり，普通評程にはいった
ものと推定される。では，なぜ高校教育を終る段階になって，大学へ進みたい
とし、うのか，普通課程からも，産業生活への通路があるのに，進学していこう
というのには，なにか事-情がありはしないだろうかとし、う疑問が出てくる。そ
ういう疑問を積極的に解ききるような調査項闘が用意されていないので，これ
らの生徒だけの調主主票をみなおして，事情を考えてみる多少の手がかりを求め
てみた。
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項 自
大学へ進学することだけしか考えていない
試験できれば必ずしも進学しなくてよい 3 
者説学い抽;かしで課よら進穫きう学てを左終おもす縄えるもJ米5よ自立すると之に不安かあるから進 8 
だけでは就験しでも希翠がもてな 14 
て注いから…〉というも.のが目立つて多し、。ついでI~就職できても将来向立
することに不安があるから…〉というものの割合が注目をひく。普通課程を終
えただけでは，将来の生活に〈希望がもてない〉とかI~不安がある〉とか考
えている意識の底には，職業教育を身につけておかなければとし、う職業課程へ
の期待がずっと尾をひいてし、るのではなし、かと想像させる。とにかく 3 普通課
程の教育は，これらの生徒にとって，安定感を与えてし、るとはし、し、きれないも
のをもっているといえるであろう。後にみられるように，就職予定者には，高
等学校教育だけで終ることが将来の問立に対して暗し、かげを残しているという
意識をもつものがすくなし、。また，大学への適時をもたないことに不満をl感じ
ているものの割合もすくなし、。
以上のように，職業課程の教育をうけることを念頭においた経験をもっ生徒
には，いまなお職業課程への希望が解消されないまま残っていると恩われる。
ともあれ，外見は大学に進学するという一団の生徒の中にも，いまなお職業課
程への志望がくすぶりているとおもわれる生徒がありはしまし、かということを
考えてみる手がかりとなりはしないだろうか。考えかたによっては，大学へ進
むことで，職業教育を好転されたかたちで獲得できるのであるから，終極の目
標は失われていなL、とL、える。本来の志望が，より向上されたかたちで本人を
益するから，当初jの志望課程にはL、れなかった障害が，幸し、の結果をもたらす
ことになるともいえよう口
ところが，じっさいは，そう単純にわりきることのできない個人的な，事情
や環境事情が，この生徒たちの環境につきまとっていることをみのがすわけに
-16 -
はいかないようである。それは，大学進学者に対する調査項目φ)に，これらの
生徒が，どうし、う反応を示してし・るかをみた結果からの推測である。
自陣 5要望 第5衰のように，学費の
項 目
4進学できなかった場合の身の処し方
5その他
裏づけの確実でない進学
者，進学することについ
て，まだ父兄の諒解の得ら
れていないものなど，環境
条件が進学志望を達成させ
るカとなっていないものが
いる。この制合は，このグ
ノレー プP).外の進学者のこの項目に答えた数に比べて多くなっているo
進学できなかったばらいの対処が，もっとも多い度数を示しているのも，課
程選択の経歴と関連させてながめてみたL、。ともあれ，外見は，進学グル{プ
に数えられていても，この一団の生徒のなかには，こうしづ事情をもっ生徒の
IJ、団があること，しかもそれを消極的ではあるが義務教育にひき続く教育機会
の与えられかたの問題の一環として考えてみたレ。
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4.高校在学中の進路予定の変化
高等学校へ進学した生徒たちは，どんな動機や目的をもって，それぞれの課
程を選択してきたかということについては，前におこなった高等学校卒業生の
就業状加に関する調査資料がある。く住1)また，この紀要にものせてあるよう
に，中学校卒業学年父兄のわが子に対する進路の志望を調査した材料もある。
それで，この調査では，生徒たちが高等学校の教育をうけている過程で，将
来の進路に対する志望をどう変えていくかをみようとした。また2 将来の生活
に対する向覚がかなり閉まりかけてくるとおもわれる高校修了時に，家庭{交
兄〉の要求とのらいだに，ズレをもっているようなことはないかどうかを調べ
てみることにした。そういうことを，高等学校に進学しようとしたときにもっ
ていた課程選択の事情と関連させてみた。高，授でうけた教育のコ {スと木人の
進路との、関係も，こうしたところから手がかりがみつけだされtましなし、かとお
もう。ザといっても，中学校から高校へはいる場合には，生徒も父兄も，将来の
進路を見とおした志望を，客観的に理解されるようなかたちで，どの程度も 7
ていたか疑問であるということも考えのなかにおかなければならな L、。それ
で，ここでは，そうし、う浮動した安定性のない志望も，かなりの度合であるこ
とを前提において問題をみていこうとおもう。この調査からいえば，こうしづ
考察は，職業指導の分野での心理検査とか，進路指導の領域での意識の調査と
いうようなものをもとめてはし、なし、から，浮動した意識だといって一概にしり
ぞけ去ってしまうことはなかろうどおもう。
第 5表は，高校へ進学しようとしたときの高校卒業後の進路予想と高校を終
えようとしているときの進路予定を，本人と家庭(父兄〉の別にみたものであ
る。巻高校普通課程の男子についてみると，高校へ進学しようとした時には，
大学へのコ戸スを予想してはいろうとしたものは， 43.6%で，就職のコー ス
を予想していた生徒は， 33.5'%となっている。家業家事に従事，しようと予定
したものは， 22.9μとなってし、る。56.4J-6の生徒が，高校から社会へ出ょう
-18 -
MS表 (被服課程48名を除く〉
高校進学時ぷ1:言語軒 職業ムロ l鳴跡l詑倣戸家従事未定不明唱家業事iaロr
男 |実数i917611281 90 127i131l6i i引% t 43.6i 3.5' 2. 40.5 57.51 2.0 
人間1517051131女%29.536.5 34.0 5121づ1201131192
計 I~%~ Iょ;lJZ!ょ;1 2631 ，1 419 14127;l「191“37.156.9 
男実数(101746120llln7% 146.9i3.219. 102lJ1120i1127 4ラ.9150.14 
家庭
女!?iA4324120| 64iJ;|211918l !"(父兄〉 35.01 50.814.21 1 1 
計714zlm
II門 ~:12391121 I1仰41.0150.41 8.6 
とし、う予定で、高校に入学してきたことになってL、る。つまり，これらの生徒た
ちにとっては，高等学校1'1終極学校であったことになる。女子では，就職を予
想していたものと，家業または家事に従事しようと予定したものの割合がほぼ
同じであった。男女をあわせてみると，大学進学を予定して高校にはL‘ろうと
したものが， 37.2%，卒業後に就職しょ5とL、う希望をもって高校を志望し
たものが，約 35%，家業または家事につくだろうとL、う予想、をして入学しよ
うとした生徒が約28%で・あった。
男子について，生徒の進路予定と，父兄のわが子の進路に対する要求とを比
べてみると，就職予定では，ほとんど差をみることができなL、。進学と署長業家
事従輪予定では，それぞれ3%ほどの差がみられる。女子では，家業家事従事
について，両者の予定に差のあったことが目立っている。生徒では，28 %近
いものが， 家業家事従.~.r.を予想、しずこのに， 家庭では， 2.4%がそれを予定し
てし・たことになってレる。しかしこのような差は，一か年半も前にさかのぼっ
た時期における事情をきいてし、るこの調査問題では，問題主なるような差異で
はないとも考えられよう。
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では，高校進学時における上述のような進路予定が，高校に在学している間
にどう変化したであろうか口
第 4図 第4図t1.男子と女了にわけて，
本人(生徒)の進弘千えの主化(巻品校~M評~) その変化を示したものである。男子
まず闘につくことは，高校に在
60 
50 
110 
30 
20 
10 
% 
W~子 2.寸2ら
-
，，- ¥ 
i色
里F
就
耳ム
¥ 
公家
評
一一一一高校進学時の予定
ーーーー一一草色在内予定
60 
50 
(10 
30 
20 
10 
う品
女子 /92%
進
学
京主 r!.-'寄E
恥喜業
で，
学している聞に，親交践する予5Fに進
路志望をきりかえたものの割合が激
増してきたということて・ある。高校
入学を志望した時期には，卒業後職
業生活にはいろうとしていたもの
は.33.5%であったのそれが高校
を終えようとする時期になると，
57.5%となzった。
高校進学時には，卒業後の生活に
つレての向覚がとぼしく.i:莫飛とし
ばらくは家業家事に従事してもよし、と考えていたものが，高校終了時になる
と，いやおうなしに向立した生活設計への進路を芳香えざるを得なくなったこと
を示していると一応解してもいし、だろうか。こうしう変化は，多分に青年期に
おける比較的単純な心理のはたらきによるものであるとすれば，変化の事情を
ここで追求することは，この調斉の範囲外のこととなる。ただ考えなければな
らなし、とおもうことは，こうし、う事実を高校教育を志望するときに自覚させる
ような指導が必要でありはしないかということであるo高校教育をうけている
聞に，本人の将来事f決定してL、く事情がおきてくるであろうが，将来の生活設
計についての向覚を伴わない普通教育は，青年後期の教育之して黙認じている
ことはできないのではなかろうか。高等学校へやっておけば，なんとかなるだ
ろうというような漠然とした回あてで(家庭の人kが〉いてし、L、ものかどう
か。高等学校から大学への進路を考える場合にも同様のことがあるようにおも
5。大学へやっておけばなんとかなろうとL、うことである。問題を先へ先へと
おくり越してし、って.24. 5才になってはじめて，人生の設計を考えさせる結
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果をまねくことを，普通教育の立場からどう考えていったらよいだろうかo巾
学校から高校へ，高校から大学へと一連の問題が，社会体制の問題ともからみ
あって伏在してL、るようにおもわれる。
次に目立っていることは，家業家事に従事することを予定したものが，高校
を終える時期になると激減してきていることであるo高校を志望した当時，
30%近かったものが，わずか2%に減ってきている。大学進学予定者には大き
い変化がみられなし、から，家業家事従事予定者が毅織志望の方向に要求を変え
たことになる。
ト 1 女了・の揚合にも，tごし、たい男子と同じ傾向がみられる。すなわち，大学進学
ト
，( 
を予定しているものの割合にはあまり変化が認められず，家業家事従事予定者
が減って，それが就職要求となってゐらわれているということである。ただこ
こで考えられることは，男子の場合と女子の揚合とでは，かなり事情がちがう
ことが考えられる。とし、うのは，被制J"普としての職場を求める切実さが，女子
においては軽い場合が多くはないかということである。女子の場合，就職する
ことと家業家事に従事することとの聞には， 生涯の生活設計を左右する条件が
わずかしかない之も考えられる。もちろん，これは男子之の比較のうえでのこ
とであって，男子と同様に切笑な要求をもっているものもあることを無祖する
M5図 ことはできなし、。
父克叩わが子巧進蕗1:対する**的変化 次に父兄のわが7・の進路に対ー す
'8子同j(兄 22ワ名 寸子町父y{.''12Tもる要求の変化を，第S凶に示して
60 I 
みた。男子の場合では，大学進学
504 ， ベ 50 ， 電
については，本人(生徒〉の場合， . ， ‘ 、
¥ ' ‘ 。04 '‘ ‘ 110 
ぺk
と間接に大きし、差異iま認められな' 
‘ 
X 30 L、。ところが，就職になると，生徒の場合と問機に，高校志望時と20 、
JO~ ‘ . 現在とでは，いちじるしい変化を
% 示してし、ることがわかる。33.2%
is. 統恥 fか;?:を業R 進 ま議 であてコたのが， 50 %に刑してい~チ" 空宇事
る。それからまた，生徒の場合同~~;品未定者/みEのぞく.
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織に，家業家事従事への要求ヵ:く合んと少くなって， 19・9%から4%におちてき
ている。女子の場合は，男子ほどの義はないが，家業家事従事への要求がかな
り減ってきている。また，生徒は現在，11・2% (20名〉が家業家事の生活へ
はいることを予定し，父兄は 14.2% (26名〕がそれを要求してし、て，両者の
間に，そう大きいズレをみいだすことはできない。とのことは，生徒が家業家
事をきらって就職を希望しているというような単純な事情でなL、ものが，女子
の職場進出の要求の中にあることをものがたっているといえなL、fごろうか。
第 6図 第6図は被服課程の生徒とその
(~高校級埼玉談活)父兄の要求をみたものである。被
本人
701 70 
服課程の生徒と特通誹混とを比べ
60 てみると，被服課程の生徒の方が
50 
後者ーより動揺を示してレないとし、
4'01 
えるo~ji僚を志望したとき， 高校
教育をうける意義を，同分の将来
301 、l 30 
の生活設計にむすびつけて考えて
201 20 いたのではなし、かとし、う材料にな
701 J; 10 
4 
らないだろうかo生活設計への向
% % 
逢
対耳ム f家案 話主 ナ平ιt林z号友 。覚とまでし、かなくても，高校卒業学 学 後の進路を予想し，それにそって
高校牛活をしてきたとL、う意味で，この課程に学ぶ生徒をみなおしてみた"、。
この課程の生徒の高校への入学事情には，I暗いものtが多くつきまとっているこ
とだけが伝えられていることはないだろうか。
また，高校教育をうけている課程でも，不適応をもっているということが指
掬されているが，それだけで一概に割りきれぬものがあるようにおもわれる。
教育とは，生徒たちが，それぞれの能力や環境に応じて，社会にどう位置づい
てし、くべきであるかとし、うことの向覚なり認知する力を与えてやるところに成
りたつものではなかろうか。高等学校が終極学J変であれ，中間学校であれ，こ
のことを軽くあっかつてはならなし、ものとおもわれる。このことに関連して，
被服課程の卒業者から得た材料と，同じ課程の生徒の記録が集まりかけている
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が，未整理のため，ここに掲げることはできないが，ごの課程の生徒の教育へ
の適応状況を，いろいろの側面から考えてみる必要がありはしないだろうかと
いうことだけ問題にしておきたし、。
第 7図 第 ?図は，柏崎常盤高校につい
(常盤高校)てみたものである。
本人 い量E号) ことでも大ざっぱには，巻高校家庭
70市 70 
、， ‘ ，1・. にみられたと同じ傾向がみられ百04 60 ，' 、 ，、
る。ただ高校志望時の就職への予，‘ .、J革、 '‘ 50~ '‘ 50 ，
、， . ， ‘ 定数が，生徒の場合では， 45.5%， 
;「X~0 4 ， ' から 63.2%に増していて3 巻再， 30i 1 校にみられたほどのズレではない
20-1 20~ ことがわかる。家業家事従事への
‘ ，0. 、 生活を避けている状祝をみると，‘ ‘ 
‘ 26%から3.1%と大きし、差を示し% 
革鈴寸主、 事耳ムEヶず恥家紫1ミ 進学: ま32 ているのは，巻高校と同様であ
証!.~各本走者't.，.f師、明者 12;むを司ぜて. る。生徒の志望のズレと家庭の本
人の進路に対する期待の関係にも，巻高校にみられたような状況がみられる。
注 1 当教育研究所研究紀要第10集「学校と峨場のむすびつき」
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5.進学予定者の進路事情
第 6 妻賢 (巻高校男子〉 第 6表は，大学進学予定者が，ひ
1 大学へ進学するということだ 男
けしか考えていない。 女
計ー
2 醐 できれ附しも騨L[男
なくてもよし、。 女
計
3 就職できても将来自立するこ 男
とに不安があるから進学しょ 女
うとおもう。 計
4 普通課程を終山けでは就 |男
尊重しても希望がもてないから 女
進学しようとおもう。 ，1汁
男
5 その他 女
計
男
ft 計 女
計
28 
15 
43 
18 
12 
30 
25 
19 
44 
1G 
9 
25 
3 
5 
8 
明3
60 
150 
き続いて学校教育をうけていこうと
する ことについて，どうし、う考えを
もっているかをみたものである。大
学進学予定者を対象にした他の質問
項固との関連をみながら，進学する
ことにつし、て， どんな向覚をもち，
どんな必要を生徒た%がもってL、る
かを考えてみたし、。〈あなたは，大 '
学その他の学校に進学することにつ
レてどんな考えをもっていますか〉
とし、う聞に対して，大学へ進学する
ことだけしか考えてL、ないものが 2
9%いる。この生徒たちの中にも，
あとでのべるように，伽人的な事1陪
すなわち，向分の能力や，経済の事
情などのために，一途に進学することだけを考えていることのできない事情を
もっているものがある。しかしその割合は，他の項目に回答した生徒に比べて
すくなし進学することしか念頭にないものが大部分を占めているk考えてい
い。これらの生徒は，ただ大学へはいることだけしか考えず，進学することが
自分の将来の生活にとって，どうし、う意義をもっているかとし、う向覚をもって
いないものであるとみること.はできないともいえる。しかし，項目 3と4のい
ずれでもなしまた項目 2に該当することなしその他(項目的の場合でも
ないとすると，いったい，どんな考えや必要をもっているといえるか。項目 2，
3， 4，は，生徒たちが，将来の生活設計を考えて，大学進学がどうし、う意義
を向分にもたらせるものであるかを考えているかどうかということをみようと
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F 
したものでおる。将来の生活の設計を考える場合に，職業生活以外の生活も考
えられるが，項目 5の〈その他〉のところにも，それにあたる回答がなされて
したがって， ~進学することだけしか脅えていない〉と Lづ生徒の多L、なし、。
くは，将来の職業生活の進路を考えて進学することの自覚をもっている度令
が，他の項目に回答した生徒より低いということは一応いえるであろう。
20 %~る。こ〈就職できれば進学しなくてもし巾、〉とし、ってし、るものは，
れらの生徒は，就職と進学の板ばさみに立ってレる之もみられる。進学すると
いう必要よりも，就職することの必要をじかに感じてL、る生徒である。そう L、
これらの生徒を， ~1糊後期待型〉の進学志望者だとし、うことができ
る。また，就職の志望が逮せられないことを前提にして進学を要求していると
う意味で，
いう点で，~就職先行型〉であるともいえる。このグル F プに属しているもの
は，将来の生活設計を考えながら進学してL、こうとしづ点で.1の回答者より
高い肖覚をもってL、るとL‘える。そうし、う点で.3， 4に属しているものとと
もに，~自覚型〉の生徒であるといえよう。
これらの就職先行の要求をもっ生次に，第 7表
就i機先行者の事情
|人数
どんな事情をもっているかをみ徒たちが，
これらの生徒が，調3集積百 2(就るため，就職できなかった場合
職できなかった場合にどうしようとおもし、
ますか〉のどれに回答してL、るかを第7表
でみることにした。 lは，来年もう一度受
???
?
?
? ?
ー
受毅準備
車f1務待期
家業家事従事
できるだけ早く就職
その他
??
?
?
験するために準備勉強していとうとおもう
というものであり， 2は，家業または家事
30 
???
?
に徒事しながら，就職の機会をまとうとおもうものである。 3は，家業または
できるだけ早く就職してし、う事長率に従事していこうとし、うものであり， 4は，
でき
るだけ早く就職しなければならなん、と考えているということである。 E従業家事
に従事するもの，就職できる機会の得られることに希望をかけているもの，(そ
とおもうものである。ここで気づくことは， 63.3% ( 19人うのものが，
どこまでも進学の志謹を達成しようとしているものはわの他)のものを除き，
ずか 2人にすぎなし、。これで，進学より就職が先立つ要求となってし、るという
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事実の裏づけがかなり明らかになったようにおもわれる。
次}こ〈就職できても将来自立していくことに不安があるから進学しようとお
もう}>C調査項目的のめと，<普通有期霊を終えただけでは，就職しても希望
がもてなし、から進学しようとおもう}>C調査項目仰の4)と答えているものに
ういて，その事情をみるこ之にした。前者が29%'，後者が 17%で，両者をあ
わせる之， 46 %になる。前者は，<大学に進学することだけしか考えていな
し、〉という生徒の割合に近し、。このこつの項目は，一応別k のことをきいてい
るが，二つの聞の聞には大きい差異がないとみることもできょうοもしあると
すれ国，<不安があるから〉とし、う理由と，{希望がもてなし、〉とL、う理由の
差で、為る。どち。らも，高校の普通課程を出ただけでは，向信がないとか， 十分
でない主かし、う洪通の自覚をもっているといえる。 (0)の方が積極的にそう考
え， (到の一方がやや消極的であるとし、うことの差であろ5。倒にあたる生徒は，
職業生活にただちにはL、っていくことに対して，一応適応した意識をもってい
るが， (仰と(到のグループに属するものは，普通課程の教育に適応感をもって1，.，
る度合がすくないとみられよう。普通課程の教育は，大学教育をうけることに
よって本人に意義をもたらすものであると考えてし、るわけである。そして，こ
れに該当するものが 46μもいるととに注意したし、。これらの生徒は，自分た
ちの生活設計をみとおして，大学へ進むことの意義を向覚している之いラ点で
は，ずこだωのものより望ましい向覚をもってし、るといえるであろう。生活の設
計とか，進学することが自分の運命にどういうかかわりをもっか之いうこ主な
どは，大学へはL、ってから，考えればいいという考えしかもたない生活よりも
高い向党をもっとL、う意味である。
しかし，一面では次のような!ことも問題になりはしなL、だろうか。それは，
これらの生徒が，進学の志望が連せられない場合，高校の教育をどう考えるか
ということである。ますこ，進学することにつし、て，経済的な事情の束縛をどの
程度にもっているかとい5ことも問題として数えられるであろう。これちの生
徒の中には，進学するとしづ希望を達するための能力を欠いているものもある
ことが予想される。それで，これらの生徒が，調査項目の(2)について，どうこ
たえているかをみることにした白
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.8 署員
進学できなかった場合の進路予定
|男
受験継続い9
就職待矧 I 5 
早期就職 I14 
家紫家事従窃 I4 
下 .9袋
???
ー??
??、。
???
? ? ? ? ?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
??? ???
????
??????
?
??
???
?
?
?
?
?
?
?
???
67 
1...来年もう一度受験するため準備勉強をしていこうとおもう。
2一家業または家事に従事しながら就職の機会をまとうとおもう。
3…家業または家事に従事していこうとおもう。
4ー できるだけ早く就職していこうとおもう。
25 42 
?
t.. 
口67 25 42 計-メ当、‘」
第 8署長は男女別にみたものであり，第9表は，調奈項同 3(就職できても将
来自立することに不安があるから〉と 4(普通課程を終えただけでは，就職し
ても希望がもてないから)にわけてみたものである。 aは前者， bは後者にあ
たる。〈受験継続〉では，男イ・が 19名で，女子の 3傍をこえる数になってい
るが，その他の項目では，男女の割合がほぼ接近!している。実際には，~でき
るだけ早〈就職しようとおもう〉とし、う事情が男子に強L、のではなし、かともお
〈京島自主できても将その差がごく少くなっている。次に，ここでは，われるが，
ま旦主;ずることに不安がらる…..~というものと，~普通課程を終え主主立主
は希望がもてない・…ー 〉というものにわれた結果をみると，くできるだけ早く
就職していこうとおもう。>という項目に，両者の差が多くあらわれている。
自立することに不安があるから進学するとし、うものの方が，就職しても希望が
もてないというものより，職業生活に対する積極的な向覚があると考えられ
早く就職しなければならないといる。したがって，進学できなかった場合に，
う切実な向覚が強いことになることは当然のことであろうとおもわれる。いず
一日も早〈職業生活に入らなければなれにしても，進学が失敗に終ったとき，
らないとし、う必要を感じているものが， 38 %近くいるということに注煮した
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6.非進学者の就職志望状況
普通課程の卒業者の社会への位置づきかたを，職業生活への位罷づきかたと
いう観点から調べたものはし、くつかゐる。特に，多くの都道府県の高等学校産
業教育総合計画作成のための基礎資料には，一応高等学校卒業者の就職動向に
ついての統計資料が用意されている。また，圏全体の動向をまとめたものとし
ては，文部省が年k おこなっている学校指定統計による産業教育調査の資料が
ある。これらの資料が，高校普通課程卒業者の職業生活への位置づきかたにつ
いて，どれだけ問題点を指摘しているかということについては，ここでは触れ
なし、が，共通にみられることは，普通課程卒業者の多くが第三次産業にl品、っ
てL、るということである。特に書ー記的作業に従事している比率が多し、というこ
とも， 一般にいわれていることと一致しているO 本県の場合においても， r高
等学校卒業主主の就業状況調査J(研究紀要第 10集)r職場(事業所〉における
学歴棒成の実態_j ( r高等学校職業課程定員計画樹立のための基礎調査」・
当研究所調査〉そ3いう一般的な事実が認められあ。
ところで，問題は，そうしづ事実が，高等学校普通課程卒業者に刻する産業
の需給関係が現在どうしづ問題をもち，また将来どういう問題をもつであろラ
か主いうことである。また，そういうこ とから，高等学校における課程編成の
ありかたをどう考えてし、くかということである。しかしここでは，そういう問
題にはふれずに，普通課程(被服課程〉の教育をうけている生徒たちが，自分
たちの職業生活もどんな産業部門に托そうと希望しているかをみることにし
た。普通課程の卒業者が現実的にたどる産業部門は，一応わかっているので，
そういう資料を一方におきながら，では，そうしヴ現笑をたどるとおもわれる
普通課程の生徒が，どんな職業へはし、ろうと考えているかをみようとしたわけ
である。
生徒たちは，普通課程の卒業者が現にたどってL、く職業生活の進路に対ー し
て，どれだけ現実的な目をはたらかせているかとレうことも，間接的には解釈
一28
してみたいとおもった。端的には，卒業者がたどる進路の実態との聞における
ズレがみし、だされるであろう。
高等学校の生徒の職業志望をみた調査資料はし、ろいろあるが，それらには，
仕事の部門がなかったり，あっても，職業冠墨と甥庄の課程遠択の者|寄とし、う
よ5な教育事情との関係がみられていないといううらみがある。それで，この
調査では，職業志望の心理的な事実をみるということにはねらいをFおかず，高
等学校入学直前から現在ま，での教育事情の一連の問題の中で，職業生活に対す
る生徒の期待をらきらかにしp 普通課程の生徒の性格を考えてし、く資料の一部
を得よ5とおもった。
調査内容は，希望する産業部門と，それぞれの産業部門における職種の系統
を，事務系統と技術系統とに大別してみた。また生徒が，普通課程卒業者のた
どってしぺ職業生活の事笑に対して，どれだけ自をむけてし、るであろうかとい
うことをみたし、とおもって，志望をく本来の志望>とく現状を考えての志望〉
にわけてきくことにした。また，く被傭者〉之く向営者〉之の別もみられるよ
うにした。家業や家事につかなければならないというものの問題は，被傭者と
なる就職とは別に考えてみなければならないとおも 7たからであるb
第 8図
10 20 30 40 
第 8図fま，巻高校の生徒につ
(巻高校)
50 6口 70 いて， 産業大分類別に，志望都
寸の他
国一一一林司雄
亡コ・ー 現状を考μの志望
門をみたものである。
く本来の志望>とは，調主主項
目の説明にも述べてあるよう
に，就職にともなういろいAろの
制約，たとえば，普通課程の卒
業とし、うような条件を考えのな
・男女 466名中，大学進学予定者 150名をのぞ
く。 、 かにおかないで，理想とする[践
・男子 137名，女子 179名， (普通課程 133名， 業を選んだら…・ ・という こと、を
被服課程46名〉の合計でめるo きいでみようとしたものであ
る。く器伏を考えての志望〉とは，現笑に高校普通課程を出るとし、う事情のも
とで考えたらとし、う意味である。
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これでみると，第一次産業への志望率は，3.8%，第二次産業への志望率は
12.3%，第三次産業への志望率が70.3%，その他が，13.7%となってしも。
第三次産業への志望率は，く本来の志望>，く現状を考えての志望〉の両者と
もいちじるしく高し、。
次に，この志望の内訳が，産業中分類別に，また，事務，技術部門別，被
傭，自営別にどうなっているかをみた。
第 6a餐
就職，家業従事，未定者就職希望部門 〈巻高校〕
子、-___ ・
-----司、、
本 来の悲唱 現状を考-えての志望
仕事の部門 費五 保? 家業 督責 術 書家業
I生業 事務技術、 家事 計 1事務|技術 家事
業 5 7 a 2 3 
業 2 
R主 . 3 3 ' 雪良 2 3 2 3 5 
設 聖徒 3 13 16 I~ 3 3 7 
t告 苦寒 う 15 20 13 37 
5 4 2 13 3 24 
=保険 金融 38 38 17 17 
不動 蕗
百
21 
11 19 30 24 15 39十
次サ ー ビス 21 13 5 39 24 18 5 47 
公 務 96 6 2 104 71 8 80 
Z、ーL の 他 13 20 10 43 25 1う 14 54 
ぷE』ヨ 計 195 101 20 316
1 
195 95 26 316 
-男女必6名中 大学進学予定者150をのぞくの
・男子 137，女子 197 (普通課程 133，被服議長程 46)の合計であるの
〈本来の志望〉では，公務志望が予想どおり，もっとも多くて，約 33%を
占めている。ついで.-j.ーピス業，巡1愉通信公主主業，保険金融業への志望が高
レ。金融保険業へは，高等学校卒業者，大学卒業者が高L、比率ではいっている
という傾向を， かなり反映しているものとL、えよう。製造業への志望が 6.3%
になっているが，これは，技術部門への志望が多くふくまれているということ
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を計算に入れておかなければならなし、。農業においても同様に技術者志望が多
いこ之をみておきたし、。建設業においても間接のことを考えにおいて志望への
割合をみる必要があるわけである。この逆の関係のみられるものに公務が数え
られる。孜に，く現状を考えての志望〉をみると，ここでも公務への集巾が高
くみられる。
サーピス業，迩総通信公よ生業がこっとも高い割合を内めていることも前者と
問機である。製造業でも技術部門への志望率が高L、。運輸通信会主主業て'は，本
来の志望では，技術部門への志望Z容が高いのに，後者ではずっと減ってし、る。
これ.は，現状を考えての志望では，志望の達成度を現実に考えたので‘こうなっ
たものといえよう。
第 9図
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水産，鉱
.lt .~ ~ 
製造謀
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不動在
i車運
次に，く本来の志望〈とく現状を考えての志
(込~女)
望〉を比べて自につ〈ものをひろってみよう口
一株月ぽ 前者t乙比べて後者が大きく減ってきているもの
Cコ現状t考Ltめにも.~
に，越設業と金融保険業があるο建設業で減っ
たのは，前者で技術部門へ志望したものが，後
者では，現実の可能性を考慮に入れて志望をと
り摘した結某であるこ ξがわかる。ところが金
融保険業の35名が半数以下の 17名におちてい
るのはなぜだろうか。放%1財宝成度の困難注こと
を考えに入れてのこ左だろうが，建設業のよう
に技術部門への志望を断念したのとは事情がち
がうことだけはわかる。
次に，前者に比べて後者の高L、ものに，製造業，卸小売業がある。両者とも
2倍以上に増してし、る。疑問のあるのは，製造業で現状の制約を考えながら
も事務より技術部門への志望が，2倍近〈高くなってし、ることで、おるの製油
業における技術部門は，高度の専門的教養を必要とするのに，これを現実に蒜
• 
望している割合が増してし、るとし、う瑚曲がわからなし、。卸小売業では，事務，
技術両方とも後者が約2倍に憎してL、る。卸小売業における技術は，大企業は
別として，一般に普通課程出身者にも通路をもっと考えられるから，製造業の
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場合のように考えな〈ていいであろう。
以上のような職業または産業部門への志望状測で一つ考えておかなければな
らないことは，産業や職業についての具体的な認知をどの程度に被調査者がも
ってし、るかということであろう。中学校卒業時の生徒に比べて，高校の卒業時
における生徒の職業知識，近代産業の内容についての知識はよほど高いにちが
し、なL、。それにしても，職業指導的な指導系列におし、てどれだけの指導をうけ
るかによ って，具体的な志望が変ってくることを認めなければならなし、であろ
う。被調貧者にっし、て，この簡の状況をみなかったととは，この調査の不備な
e'ころであるが，前に述べたように，この調査は職業指導上の問題をみようと
するのでなし‘から，前記のことは不問に附してきたわけである。
次に事務部門と技術部門とを比べてみると，本来の志望と現状を考えての志
望の両方とも，技術部門への志望者が前者の半数近くあるということが目立っ
てし、る。本来の宏謹では，事務部門 62%に対して，技術部門は32%，現状を
第 ?表 就職，家業従事，未定者就職希望部門 (巻高校男子〉
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.大学進学予定者切名をのぞく。
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考えての志望では，事務部門62%に対して"技術部門 30ガとなっている。
普逼課程の教育をうけている生徒のうち， 3分のlぐらいのものが，卒業後
lこ技術系の職種につきたいということは注目すべきことだとおもう。このこと
については男女にわけて，後でもうすこしたちいヮて考えてみたし、。
第 10図 第7表と第10図は，前の
巻高校(男子J ような志望状拐を男子につ
本来の怠望
園田 専務部門
=コ~術努門
現状を考えT内主主ヨ
(jJ) 
30 20" 70 % % 10 20 ，30 
いてみたものである。事務
部門では，公務が ~5.5% ，
金融保険業の 15.3%が自
につく。技術部門では，運
輸通イ言葉が 10.2%，次い
哩
で建設業の 7.2タム製造業
の 6.5，%のほかは，各産業
とも志望の大きく集中Lて
L、るものはみられなし、。事.
務，技術の別を問わない各産業とも l名しか希望者のないものは図に入れてない
でみるとm 公務，運輸通信
業，金融保険業，製造業に多くの志望が集まってL、て，現実の動向と大きくか
け離れたものでたいととがわかる。ただ，サーピス業への志望がきわめてすく
ないのは疑問とされるところで、ある。笑さいの就職動向では，サ{ピス業へは
いるものがかなり高レ割合を占めている。たとえば，当研究所でおこなった県
内事業所におけ‘る従業員の学照別構成の実態?とよって，高校普通課程卒業者の
サーピス業への就業状況をみると第8衰のようで、ある。公務とサ←ピス業中の
向畠業などを志望する割合が多いとおもっていたのに，わずか本県の志望で 2
名?現状を考えての志望で8名だけしかないのは，この産業についての知識が
不足してし、たのではあるまいか。
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第 8~
サーピス業中に占める課程別中等教育キ:業者数とその割合
(附29.6調べ〉
現状を考えての志望状況で技術部門への志望をみると， 36 %近くがこの部
門を希望してしる。事務部門 61.%に対して， 36%とし、う割合は，本来の志望
の場合と同様に目立つことである。く現状を考えて〉とL寸前援をおいても，
そう大した減りかたをしてL、ないことにも注意したし、。事務部門より技術部門
への割合が大きく増している製造業については， その理由を察するのが困難で
119雲監 就職，家業従事，未定者就職希望部門巻高校(女子〉
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7 (4) 251 16 (3) 71 (3) 
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ある。とう b、う点について面接調夜をおこないえなかったと之はおしいことで
あった。本来の志望と現状を考えての志望で，後者がく"っと増しているものに
製造業がまbる。また減っていて目立つものに，建設業があり，それらの事情の
推察については，前に述べたことがあてはまるであろう。
第 11図
本来町忠吉き
1量 業
女子だけについてみる と第
巻高校崎子) 9表のようになる。男子の揚
現状を考えての急哲
合主同様に，公務への志望が
ーーー事務部門
ロ=技術i邸門圧倒的に多い。サーピス業は
30 10 10 判 % 10 lO 3Q 
.家業家事従事者ははぶいた。
男子が意外にすくないのにノ
女子にあロては，くその他>
を除L、て第二位になってい
る。被服課程の生徒の多く
は，サーピス，公務，くその
他>に志望してb、る。公務すこ
多くの志望が集中しているの
は，衣服身廻品製造業やそれ
・各産業主も， 1名という少数のものは省いた。
に関連ある産業に従事する希望があっても，職場の需要がそうなっていないよ
レう実情を自覚してのことであろうか。被服静濯を終えただけでは，専門的技
能が職場において生かされるほどになってしJないということも多少ありはしな
いかともおもう。製造業の技術に 1名だけ技術を生かそうとし、うものがある。
大ざっぱにみて，普通評曜の女子と被服課程の女子 との聞には，志望の傾向に
大差を認めることができなし、。 男子で高かった運輸通信業への志望が女子で、少
くなっているのは当然のことであろう。
次に，柏崎常盤高校の普通課程の生徒についてみると第 12図のようである
。運輸通信業で，現状を考えての志望が多いこと，サーピス業が， 現状を考‘え
ての志望で多くなってし、ることが多少目につくほか，巻高校の女子とそう差異
はみとめられなL、。
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.12図
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これまでに，高等学校普通課程生徒を中心として，卒業を前にした彼等が，
将来の生活設計をどのように自覚して¥，.るかを，職能生活への位置づきかたを
予想して考えさせ，また大学やその他の上級学校に進学しようとするものにつ
いても，その考えや事情をきいてきた。はじめにもふれた通り，この調霊祭は単
なる意識調子年というよりは，彼等がもってし、る進路に対ーする向覚の程度を問題
主しようとしたものである。
全体を通じて明らかにした諸点は，さらに本研究所で実施した高等学校(会
・定)卒業生の就業状況調査や，職場における学歴構成などと併せ考えること
によって，この課程卒業生が笑際に職場でどんな仕事をしてL、るのか，それが
学校教育主}:，のように関係しており，さらに職業的専門的教義の必要はないの
か等，産業教育振興の観点からみて，いくたの問題が提起されるように思われ
るロさらに，彼等のうけた数育と進路のズレを見出しうるとすれば，高校教育
の課程編成について示唆されるものが出てくるであろうが，これ等一速の問題
は将来の課題として残されている。
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